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1．はじめに 

筑後川は、筑後・佐賀両平野への農業用水や都市用水等の水資源を供給する重要な河川である。筑後川の

流入する有明海は潮の干潮差が我が国最大の約 6mに達し、感潮区間は河口から 23km上流に位置する筑後大

堰にまで及ぶ。筑後大堰から下流域ではエツなどの貴重種にとっても重要な場であるが、上流域での取水形

態の変更や海面上昇の影響による塩分濃度の変化が懸念されている。著者らはこれまで筑後大堰から上流域

の水利用特性を考慮した流出・水質解析モデルの開発を試みている1)～4)。本研究では、筑後川下流域の塩分

濃度の長期的変動特性を明らかにするこ

とを目的として、筑後大堰直下から有明

海までを 4つのボックスに分けて、塩分

濃度解析モデルを構築し、実測値の再現

を試みたものである。 瀬ノ下
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図-1 筑後川水系概略図 

 

2．筑後川下流域の概要 

筑後川水系の概略を図-1に示す。瀬ノ

下は河口から 25.5km地点、六五郎橋は

14.7km地点、諸富橋は河口から 7.7km地

点に位置している。瀬ノ下地点の平均流

量は 120m3/s（1991年～2000年）である。 

 

3．塩分濃度解析モデル 

図-2のように対象区域を筑後大堰直下から

有明海までを４つのボックスに区分する。表

-1に各ボックスの面積を示す。1991年～2000

年の六五郎橋の平均水深は 2.40m、諸富橋の

平均水深は 2.70m、有明海湾奥部の平均水深

は 7.01mである。本研究では、潮位変動に伴う体積変動は(1)式に示す

ように日単位で与えた。 
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図-2 ボックスモデル 

表-1 各ボックスの面積 

Box Total area (ｋ㎡)

1 7

2 19.9

3 226.8

4 1367.8

Total 1621.9

.5
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塩分濃度計算期間は 10年間（1991年～2000年）とし、各ボックスに

移流と分散のパラメーターを設定した。筑後大堰からボックス 1への

流入量は瀬ノ下地点の流量データを用いた。基礎式を以下の(2)、(3)

式に示す。 
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3-1．連続の式 

( ) ( )tQQ
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[ ] [ ]ＴＬ分散係数移流係数ＬＭの塩分濃度ボックス

　ＬＭの塩分濃度ボックスＴＬの流出入量降雨などによる外部と

ＴＬへの流出入量からボックスボックス体積
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3-2．物質収支の基礎式 

 

 

 

4．計算結果及び考察 

図-3に塩分濃度の実測・計算値との

比較を示す。ボックス 1の六五郎橋地

点の塩分濃度は低濃度で推移し、1994

年夏季（平成 6年渇水）は河川水量不

足のため、六五郎橋まで海水遡上の影

響が現れており、そのことも含めて計

算値の再現は良好である。ボックス 2

の諸富橋地点においては夏季と冬季の

塩分濃度レベルに大きな違いが見られ

夏季の降雨（河川水）による海水希釈

の状態が良く再現されている。1998年

以降頃から計算値に比べ実測値がやや

高くなる傾向を示すようである。ボッ

クス 3の有明海湾奥部地点においても

良好な再現結果が得られた。本研究で

は、淡水（アオ）取水の取水量等は考

慮していないので今後検討する必要が

あろう。 

 

、

5．まとめ 

は、筑後川下流域の塩分濃度解析を目的とした有限容積モデルの

確

所等、関係機関各位

orn、古賀憲一ら：「筑後川水系の水質解析に関

憲一、荒木宏之ら：「有明海の水質解析に関する研

RGRATED WATER QUALITY ANALYSIS FOR

（移流項） （分散項） 
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図-3 塩分濃

本研究で

認した。今後は、各種取水形態の変遷に伴う塩分濃度の変化、長期的観点

う塩分濃度変化ついて詳細な検討を進めていきたい。 
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